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一　
は
じ
め
に

　

筆
者
の
娘
は
就
職
活
動
を
終
え
た

学
生
で
あ
る
が
、
企
業
研
究
の
過
程

で
、
女
性
だ
け
が
制
服
を
着
用
し
て

い
る
企
業
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
、

と
言
っ
て
い
る
。
就
活
中
の
学
生
が

得
ら
れ
る
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、
企
業
訪
問
時
に
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
職
員
の
服
装
は
大
き
な
情
報

で
あ
り
、
学
生
側
の
企
業
を
見
る
目

と
、
企
業
側
の
考
え
に
乖
離
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
、と
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

先
般
、「
女
性
活
躍
推
進
」
を
テ
ー

マ
に
、
金
融
機
関
や
関
係
者
が
集
ま

る
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
登
壇
す
る

機
会
が
あ
り
、
制
服
の
有
無
に
つ
い

て
参
加
者
に
尋
ね
て
み
た
。

　

図
表
１
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
使
用
し
た
筆
者
か
ら
の

「
問
い
」
で
あ
る
。
20
代
の
頃
に
漠

然
と
感
じ
て
い
た
筆
者
の
問
題
意
識

と
、
娘
と
の
対
話
で
の
気
づ
き
を
も

と
に
参
加
者
に
問
い
か
け
て
み
る

と
、
50
人
中
、
約
７
割
程
度
の
参
加

者
が
「
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
」
と

手
を
挙
げ
た
。

　

本
稿
で
は
、
女
性
活
躍
推
進
の

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
金
融
機
関
女
性

職
員
の
制
服
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た

い
。

　

な
お
、
本
稿
の
内
容
・
資
料
は
筆

者
の
見
解
・
調
査
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
所
属
す
る
企
業
や
組
織
の
立

場
、
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な

い
。二　

制
服
を
振
り
返
る

１　
新
人
時
代

　

筆
者
の
就
職
活
動
は
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
施
行
後
ま
だ
間
も
な
い

頃
で
あ
っ
た
。
女
性
も
男
性
と
同
じ

よ
う
に
活
躍
で
き
る
総
合
職
は
狭
き

門
で
あ
り
、
よ
う
や
く
手
に
し
た
就

職
先
が
日
本
債
券
信
用
銀
行（
以
下
、

「
日
債
銀
」、
現
在
の
「
あ
お
ぞ
ら
銀

あ
お
ぞ
ら
銀
行 

執
行
役
員
　
森
田 

由
起
子

特　集

11
　
制
服
か
ら
考
え
る
女
性
活
躍
推
進

　
制
服
か
ら
考
え
る
女
性
活
躍
推
進

金
融
機
関
と
女
性
活
躍
推
進

金
融
機
関
と
女
性
活
躍
推
進

　
本
特
集
で
は
、
金
融
機
関
で
活
躍
す
る
森
田
氏
、
淡
路
氏
に
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
、
女
性

　
本
特
集
で
は
、
金
融
機
関
で
活
躍
す
る
森
田
氏
、
淡
路
氏
に
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
、
女
性

活
躍
推
進
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
く
。
各
金
融
機
関
に
お
い
て
も
女
性
の
役
職
へ
の
登
用
が
段
々
と
増
え
て
き

活
躍
推
進
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
く
。
各
金
融
機
関
に
お
い
て
も
女
性
の
役
職
へ
の
登
用
が
段
々
と
増
え
て
き

て
い
る
中
、金
融
機
関
に
お
け
る
現
状
や
課
題
を
探
る
。
ま
た
、先
般
の
い
わ
ゆ
る
女
性
活
躍
推
進
法
の
制
度
改
正
、

て
い
る
中
、金
融
機
関
に
お
け
る
現
状
や
課
題
を
探
る
。
ま
た
、先
般
の
い
わ
ゆ
る
女
性
活
躍
推
進
法
の
制
度
改
正
、

賃
金
の
差
異
等
の
法
務
面
に
ま
つ
わ
る
現
状
に
つ
き
、
田
邉
弁
護
士
が
解
説
す
る
。（
本
誌
編
集
部
）

賃
金
の
差
異
等
の
法
務
面
に
ま
つ
わ
る
現
状
に
つ
き
、
田
邉
弁
護
士
が
解
説
す
る
。（
本
誌
編
集
部
）

【図表１】金融機関関係者が集う対話会での「問い」
１つでも当てはまる人？

▶︎女性職員だけ制服がある
▶︎�お茶出しを女性職員だけにお願いすることがある
▶︎�事務職の女性は、そもそも管理職になりたがらないの
が現状だ
▶︎�出産・育児などのイベントがあるので、女性活躍には
限界がある
▶︎�管理職になっている女性はいるが、かなり優秀で特殊
なケースだ

（出所）JPBV（一般社団法人 価値を大切にする金融実践者の会）第
14 回ハイブリッド対話会（2022 年 8 月 30 日開催「ジェンダーギャッ
プとバリュー・ベースド・バンキング」）　にて使用したスライドの
一部（筆者作成）
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一
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
を
企

業
が
導
入
す
る
際
、そ
の
多
く
は「
女

性
活
躍
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
は
と
思
う
。
当
初
は
、「
こ
れ
ま

で
男
性
と
女
性
が
役
割
分
担
す
る
こ

と
で
会
社
が
う
ま
く
回
っ
て
き
た
の

に
、
も
と
も
と
や
る
気
の
な
い
女
性

を
無
理
に
管
理
職
や
所
属
長
、
役
員

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
疑
問

に
思
っ
て
い
た
人
も
多
く
い
た
こ
と

と
推
測
す
る
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は「
女
性
活
躍
」

と
同
意
義
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
時

に
、
昇
進
・
昇
格
に
お
い
て
女
性
を

優
遇
す
る
こ
と
や
、
仕
事
の
負
担
を

減
ら
し
「
優
し
く
」
す
る
こ
と
と
履

き
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
誤
っ
た
認
識
だ
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
は
「
多
様

な
人
材
を
尊
重
し
、
活
か
す
こ
と
」

で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
多
様
性
の
掛

け
合
わ
せ
に
よ
る
価
値
創
造
に
よ
っ

て
、
強
い
組
織
に
な
る
こ
と
」
で
あ

る
。
決
し
て
女
性
を
優
遇
す
る
こ
と

で
は
な
い
。

　

大
切
な
の
は
、
属
性
・
個
性
を
問

わ
ず
、
誰
も
が
本
気
で
働
け
る
環
境

を
創
る
こ
と
だ
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組
み
を
、

女
性
だ
け
の
も
の
に
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

私
ど
も
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
に
つ
い
て
本
気
で
取
り
組
む
姿

勢
を
行
内
外
に
示
す
た
め
、
中
期
経

営
計
画
で
多
様
な
人
材
の
活
躍
に
向

け
て
制
度
・
環
境
整
備
や
意
識
改
革
、

成
長
支
援
を
行
う
こ
と
を
明
記
し
、

意
思
表
示
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

「
心
理
的
安
全
性
」
の
高
い
組
織
づ

く
り
で
あ
る
。
誰
も
が
不
安
や
恐
れ

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意
見

を
率
直
に
言
え
て
行
動
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と
で
、
組
織
を
活
性
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
心
理
的
安
全
性
が
生

ま
れ
る
環
境
と
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
、
ま
た
、
地
域
金
融
機
関
で
働
く

者
と
し
て
、
さ
ら
に
所
属
金
融
機
関

で
の
初
の
女
性
法
人
営
業
部
長
と
し

て
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ご
紹
介
し
た

い
。二�

　
女
性
初
の
法
人
営
業
部

長
に
就
任

　

私
は
、
入
行
し
て
か
ら
13
年
間
は

支
店
、
そ
の
後
14
年
間
は
ち
ば
ぎ
ん

総
合
研
究
所
（
以
下
、「
ち
ば
ぎ
ん

総
研
」
と
い
う
）
と
い
う
シ
ン
ク
タ

ン
ク
に
出
向
し
、
研
究
員
と
し
て
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
２
０
１
６
年
に
銀
行
へ
戻
り
、

地
方
創
生
部
を
経
て
２
０
２
０
年
４

月
に
法
人
営
業
部
長
を
拝
命
し
た
。

私
の
拝
命
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
と

言
っ
て
い
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

私
の
そ
れ
ま
で
の
経
験
に
お
い
て
、

法
人
営
業
に
関
係
す
る
経
験
は
、
出

向
時
代
の
企
業
コ
ン
サ
ル（
製
造
業
）

と
、若
干
の
貿
易
取
引
の
み
で
あ
り
、

与
信
判
断
は
全
く
の
未
経
験
だ
っ
た

か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
任
さ
れ
た
か
ら
に
は
全

精
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
ま
い
進
す
る
し

か
な
い
と
覚
悟
を
決
め
た
。
実
は
そ

の
時
点
で
、
私
の
中
に
「
心
理
的
安

全
性
」
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
の

金融機関と女性活躍推進

特　集

特　集

千
葉
銀
行 

取
締
役
常
務
執
行
役
員

（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
・
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
）　
淡
路 

　
睦

22
　
心
理
的
安
全
性
が
生
ま
れ
る
環
境
と
そ
の
効
果

　
心
理
的
安
全
性
が
生
ま
れ
る
環
境
と
そ
の
効
果

～
女
性
初
の
法
人
営
業
部
長
を
任
命
さ
れ
て
～

～
女
性
初
の
法
人
営
業
部
長
を
任
命
さ
れ
て
～
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２
０
１
６
年
年
４
月
、「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
「
女
性

活
躍
推
進
法
」）
が
、
10
年
の
時
限

立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
、
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。
し
か
し
、
２
０
２
２
年
の

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
を
み
る
と
、
い
ま
だ
日
本
に
お
け

る
女
性
の
経
済
参
画
は
、
世
界
水
準

と
比
較
し
て
、
著
し
く
低
い
状
態
に

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
法
律
面
か
ら
日
本
に

お
け
る
女
性
の
職
業
生
活
に
つ
い
て

の
歴
史
と
現
状
と
み
た
う
え
で
、
女

性
活
躍
推
進
法
を
中
心
に
、
今
後
期

待
さ
れ
る
さ
ら
な
る
女
性
活
躍
の
施

策
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
る
。

一�　
日
本
に
お
け
る
女
性
活

躍
推
進
の
現
状

１　
日
本
の
男
女
格
差
の
現
状

　

２
０
２
２
年
７
月
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
（W

orld Econom
ic 

Forum

：
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
「The 

Global Gender Gap Report 
2022

」
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
、

各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（Gender Gap Index

：
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）

も
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
指
数
は
、「
経

済
」「
教
育
」「
健
康
」「
政
治
」
の

４
つ
の
分
野
の
デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ

れ
、
０
を
完
全
不
平
等
、
１
を
完
全

平
等
と
し
て
、
そ
の
ス
コ
ア
を
示
し

て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
日
本
の
総

合
ス
コ
ア
は
０
・
６
５
０
、
順
位
は

１
４
６
ヵ
国
中
１
１
６
位
（
前
回
は

１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位
）で
あ
り
、

先
進
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
中
で
韓
国
や
中
国
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
よ
り
低
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

　

分
野
別
に
み
る
と
、
次
頁
図
表
１

の
と
お
り
「
教
育
」
は
１
４
６
ヵ
国

中
１
位
（
ス
コ
ア
１
・０
０
０
）、「
健

康
」
は
１
４
６
ヵ
国
中
63
位
（
ス
コ

ア
０
・
９
７
３
）
と
高
い
水
準
で
あ

る
一
方
、「
経
済
」
は
１
４
６
ヵ
国

中
１
２
１
位（
ス
コ
ア
０
・５
６
４
）、

「
政
治
」
は
１
４
６
カ
国
中
１
３
９

位
（
ス
コ
ア
０
・
０
６
１
）
と
低
水

準
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
経
済
」

の
ス
コ
ア
は
前
年
の
０
・
６
０
４
よ

り
後
退
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
と

同
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特

に
ス
コ
ア
が
低
い
項
目
と
し
て
、「
管

理
的
職
業
従
事
者
の
男
女
比
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
水
準
は

低
く
、
特
に
「
経
済
」
や
「
政
治
」

の
分
野
に
お
い
て
、
積
極
的
な
対
策

が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

２�　
日
本
に
お
け
る「
女
性
の
職
業

生
活
」に
関
す
る
歴
史
と
現
状

⑴�　
戦
前
の
社
会
背
景
と
女
性
の
社

会
進
出

　

日
本
に
お
け
る
女
性
の
労
働
参
加

は
、
明
治
時
代
の
製
糸
・
紡
績
を
中

心
と
す
る
繊
維
産
業
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
の
大
多
数

の
女
性
は
家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事

し
た
り
、
家
事
・
育
児
を
担
っ
て
い

た
り
し
た
う
え
、
教
育
制
度
も
十
分

で
な
く
、当
時
の
民
法
に
よ
る
「
家
」

制
度
に
よ
り
、
女
性
の
地
位
は
男
性

よ
り
低
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

女
性
の
社
会
進
出
や
職
業
生
活
と

い
っ
た
概
念
は
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
状
況
は
戦
後
ま
で
続
き
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
改
革
の

中
で
、
よ
う
や
く
、
婦
人
参
政
権
の

実
現
、
男
女
平
等
を
定
め
た
新
憲
法

の
制
定
、「
家
」
制
度
の
廃
止
、
教

育
の
機
会
均
等
を
定
め
た
教
育
基
本

特　集

堂
島
法
律
事
務
所 

弁
護
士
　
田
邉 

　
愛

33
　
法
律
面
か
ら
見
た
女
性
活
躍
推
進
の
今

　
法
律
面
か
ら
見
た
女
性
活
躍
推
進
の
今

金融機関と女性活躍推進

特　集
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は
じ
め
に

　

昨
今
、
国
内
外
で
脱
炭
素
社
会
実

現
に
向
け
て
の
議
論
が
非
常
に
活
発

化
し
て
い
る
な
か
、
地
域
金
融
機
関

に
と
っ
て
喫
緊
の
経
営
課
題
の
一
つ

は
脱
炭
素
へ
の
取
組
み
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
取
組
み
に
は
、

な
お
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
と
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。殊
に
、

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３

カ
テ
ゴ
リ
15
「
投
資
」
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
悩
み
の
種
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
国
内
外
の
脱

炭
素
に
係
る
情
報
開
示
の
動
向
、
Ｇ

Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
に
お
け
る
各
カ
テ

ゴ
リ
の
イ
メ
ー
ジ
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
金
融
機
関
と
し
て
の
具
体
的

な
対
応
や
金
融
機
関
行
職
員
が
顧
客

に
対
し
て
で
き
る
こ
と
に
も
言
及
し

た
い
。

　

な
お
、
本
書
の
う
ち
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ

り
、
筆
者
が
所
属
す
る
、
ま
た
は
、

か
つ
て
所
属
し
た
組
織
・
団
体
等
の

見
解
で
は
な
い
。

一�

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け

る
動
向

　

脱
炭
素
へ
の
取
組
み
を
巡
っ
て
は

様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
あ
る

が
、
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
も
の

を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル（Greenhouse 

Gas Protcol

）
と
は
、
各
国
の
政

府
機
関
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
協
力

し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
企
業

の
炭
素
排
出
量
計
測
基
準
の
デ
フ
ァ

ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い

る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た
排
出

量
算
出
の
概
念
を
示
し
て
お
り
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
は
企
業
の
経
済
活

動
に
よ
る
直
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
、

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

に
伴
う
間
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
は
企
業
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
上
の
間
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
を
指
す
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
に
は
配

送
や
製
品
の
廃
棄
等
経
済
活
動
に
応

じ
た
15
の
カ
テ
ゴ
リ
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
示
す
る
と
図
表

１
の
と
お
り
で
あ
る
。

２�　
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス

　

脱
炭
素
対
応
の
枠
組
み
に
つ
い
て

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
乱
立
し
て
い

た
が
、
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
以
下
、「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
」

と
い
う
）
が
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に

な
り
、
２
０
１
７
年
、
気
候
関
連
の

情
報
開
示
枠
組
み
を
設
定
し
た
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
提
言
を
公
表
し
た
。

　

当
提
言
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
戦
略
、

リ
ス
ク
管
理
、
指
標
と
目
標
の
４
つ

の
柱
を
定
め
、
各
々
に
関
し
、
推
奨

さ
れ
る
開
示
内
容
を
掲
げ
て
い
る

（
図
表
２
参
照
）。

　

指
標
と
目
標
の
一
つ
と
し
て
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
、
２
、
お
よ
び
関
連
す

金
融
機
関
に
お
け
る
脱
炭
素
対
応

株
式
会
社
ク
ニ
エ 

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

牧
野�

明
弘

今
月
の
解
説




